
R C B 1 I D . E X Eの使用方法
KHR-1 では、2枚のRCB-1 をリンクさせて使用します。このリンクさせて使用する際には、外見が同じ2
枚の基板が、合わせて1つの動作をするために、それぞれの基板が、固有の ID番号を持つことが必要です。
リンクさせて使用する基板の ID番号は、異なっている必要があります。出荷時には、ID0と ID1がそれぞれ
設定してあり、基板上のシールで区別できますが、ID番号を変更したい場合には、IDの再設定を行うための
ソフトウエアとして「RCB1ID.EXE」が用意されています。

ソフトウエアの使用方法

IDの読み込みと書込み

ID設定を行う際の接続

ソフトウエアは、付属CD-ROMのSoftware フォルダに収録されています。使用する場合には、お
使いのパーソナルコンピューター（Windows2000、Xp）のハードディスクにコピーしてください。
コピーしたファイル又は、デスクトップ上に作成したショートカットをダブルクリック（お使いのウ
インドウズの設定によってはクリック）することでソフトウエアが起動します。

通常2枚のRCB-1 はリンクケーブルで接続されていますが、IDの設定を行う場合には、リンクケー
ブルを外して、1枚ずつ、電源と通信ケーブルを接続する必要があります。（赤のリンクケーブルだけ
はそのまま接続していてもOKです。）なお、電源を接続した基板のコネクターや部品には、電気が流
れます。他の線や2枚の基板が接触したりすると、破損、故障の原因となりますので、取り扱いには
注意してください。

基板の接続は下図の様にします。（電源とインターフェースを接続したボードが設定対象です。）

基板右下のコネクタに
図のように、IFC-PC
インターフェース 2
を接続します。

パ ソ コ ン の RS-
232C ポートに接
続します。

電源（ニッカド）
を接続します。

ICS-PCインターフェース2

ON

※基板へ電源を接続しますから、基板に電
気を通すもの（金属製のドライバーなど）
を接触させないように注意してください。

このスイッチの位置で電源が入りま
す。左側のスイッチはOFF（下向
き）にしておいてください。

RCB1ID.EXEを起動すると最初にシリ
アルポートの設定確認が表示されてOK
を押すと左のような、画面が表示されま
す。まず左下のCOM（通信ポート）の
番号を設定します。
IDを読み取るとき：左の「現在の IDを
読み取る」をクリックすると中央の ID
に現在去っていされている ID番号が表
示されます。

IDを書き込み場合には、中央の IDを設定する番号に変更してから、右の「指定の ID書き込む」をクリックします。
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